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はじめに

「知の競争時代j を迎え、いま大学では

自らの「教育力」が強く間われています。

その「教育力jを高めるための様々な取り

組みの中で「大学体育jはいかなる役割を

果たすべきか、また変容する現代のニーズ

に対応するために「大学体育Jで何を教え

るべきかを検討する必要に迫られています。

そこで筑波大学体育センターは、国内外に

おける「大学体育Jに関する先進的な取組

事例を紹介しあい、 f大学体育Jの未来を

考える国際フォーラムを開催致しました。



誼.プログラム

第 1t1!) : 招待講演 10:00 -11:45 

総合研究棟 D11情 公開講義室

開会の挨拶自 F 慾

(筑波大学体育センター長)

来賓の挨拶: 工藤典雄

(筑波大学部学長)

座 長: 松元捌

(筑波大学体育七ンター

准教授)

10:15 -1}:00 Dr. Zhang Bing 

(清華大学体育教研部教授)

11:00 -1}:45 Dr. ] ackie Goodway 

(オハイオ州立大学准教授)

第2古1): パネルデイスカッション

13:00 -16:00 

総合研究棟 D1111~ 公開講義室

恭調講演: 清水町-)彦

パネリスト:

(筑波大学人間総合科学

研究科長)

鈴木 守(上智大学文学部教授)

鈴木久雄(岡山大学スポーツ教育セン

ター教授)

緒方 良(Iヨ鍛賄事株式会社名古屋支

1;5副支};5長)

鍋倉賢治(筑波大学体育センター准教授)

コーデイネーター:高木英樹(筑波大学体

育センター准教授)

第3部: 情報交換会 17:00 -19:00 

筑波大学大学会館 111皆

「レストランプラザj

In1 揚 16:30

会費 5.000円

開会の挨拶: 遠藤卓郎(筑波大学体育

センター長補佐)
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N. 講演概要

特別講演 1

Dr. Zhang Bing (清華大学教授)

清華大学における体育教育

清華大学は、「人間本意であり、包括的

な研究を構築し、かつ世界有数の1mかれた

大学であること jを使命として掲げ、 f優

れた人格、高いレベル、多様性を兼ね備え

た創造性豊かな人材を育成することJを自

擦としています。それらを踏まえた仁で清

華大学の体育の使命を申しますと、 fスポー

ツによって人間教育を行うことJにありま

す。全学生を対象とし、総合大学で、ある清

華大学の強みを活かした様々な教材を用い

ることによって、スポーツや運動、健康に

関する知識の普及と発展とを同時に実践し

ていきます。そのために、優秀な人材の投

入戦略を敷いており、人間本意な採用、育

成、雇用、情報のやり取りを同時に行っ

ております。現状と致しましては、教授 9

名、准教授 26名、講師 20名、助手 3名の

計 58名の教員と、飛び込みや陸上競技な

どの優秀な指導者が 5名、 i主際審判員の資

格を持つスタッフ 3名が在籍しております。

清華大学において体育は、 1年次から 4

年次までの 4年間を通して必修となってお

り、中国国内で最多の 52講座が開講され

ています。これらの講産を 16.720名 (458

クラス)の学部生と、 3.580名 (90クラス)

の大学院生が受講しています。科目として

は、射撃、アーチェリ一、フェンシング、

飛び込み、ボート、ゴルフ、ローラースケー

ト、競泳、ボウリング、ビリヤード、野球

&ソフトボール、舞踊、陸上競技、サッカー、

バスケットボール、バレーボール、卓球、

)'¥ドミントン、テニス、イ本操、アクロノtッ

ト体操、ボディビルデイング、柔道、武術、



エアロピクスなどがあります。なお、これ

らの科呂の実技指導に先駆け、スポーツ理

論の授業を行います。

一殻(学生)に対ーする体育の使命は、「国

家のため、 50年間健藤に鈎くために運動

をしようりというスローガンに基づく f富

民健康計画j を遂行することです。学内

の体育組織として、 30の学生団体、凶の

スポーツチームがあり、それらのスポーツ

チームのために 12名の常勤チューターが

います。その他数えきれないほど多くのス

ポーツチームや団体があります。競技会も

多数開催されており、毎年少なくとも 15

の競技会や大会が開催されます。中でも、

“]ohn Ma杯" と11乎ばれている競技会は

特に盛大で、毎年 40種呂、 40，000試合数

を数えます。また、北京市では毎年 6，000

名程(マラソン:300名、ハーブマラソン

2β00名、{邑は 10マイルや 5マイル)

加する北京国際マラソンが開催されます。

全ての学生が、それらの競技会や大会に肉

けてのトレーニングを白々行っておつます。

競技スポーツに対する妓命は、幅広し、才

能を備えた学生アスリートを養成する上で、

「スポーツ教育の融合j、「文武両道」、「卓

越性の追求Jが原則となります。スポーツ

チームがおあり、学生アスリートが 580

名おります。最も競技力が高い A レベル

には飛び込み、射撃、陸上競技、ボートな

どが認定されており、次の Bレベルには

バスケットボール、サッカー、バレーボー

jレ、競泳などが、 Cレベルには卓球、野球

&ソフトボール、チェス、自転車、カナス

タ(トランプゲームの一種)、ロッククラ

イミング、中国将棋、テニス、バドミント

ンなどがあります。各競技団体の呂標は、

レベル 1の国際大会や盟内主要大会、レベ

ル2の国内主要大会や全国高校総体、レベ

ル 3の北京市高校総体に分けられています。

清華大学での競技スポーツの実績ですが、
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第 29向北京オリンピック大会には、陸上

に 10名の選手が出場しました(100m、

800 m、1500mおよび 4x 100 mR) 0 また、

12年連続で北京市高校総体の優勝者を、 8

年連続で全国高校総体の優勝者を各々輩

出しています。さらには、北京極捺マラソ

ン大会のアマチュアの部の緩勝者も輩出し、

ユニバシアード大会においても代表者は釘:

同好成絵ユを収めています。

研究に関してですが、清華大学では、学

校イ本育における主要な目 的を達成するため

にも、教科課程を強化するキーポイントに

重点を間き、それが強みとなるような包括

的なテーマを{確立し、推進していくことを

方針としています白大学における

研究分野は、大学における体育教育の):~!論

と実践にi渇する「学校体育Jと、競技者の

トレーニングJ!jl論と:)，0交に関する「競J支{本

と、同氏の鍵践の車í!~1守J持進にi期する f

般体育Jの主に 3つに分かれています。

l~謀程には、体育教育コーチ科学のコース

が、 {I多士識経には体育教育コーチ学、身体

運動コーチ学のコースがありますり

研究拠点として、 j青葉大学スポーツ健康科

学研究センターと国家体育局体育人文社会

学重点研究所が設立されています。これま

でに、体育教育コーチ科学博士号取得者を

1名、体育教育コーチ学修士号取得者を 3

名輩出し、さらに国家科学技術奨励賞銀賞

受賞が 1回、 i司銅賞受賞が 2閥、大盟賞受

賞が 3@という成果を挙げています。

11号華大学の総合スポーツセンター内には

総合体育館、屋外競技場があり、それぞれ

38.775 111
2、90，274111

2
と非常に広く充実し

た設備を持っています。他にも、研究や測

定の中心となる西体育館や競泳j誌の 50m 

プールと飛び込み専用プールを有した屋内

総合プールがあります。研究室には、身

体組成制定、身体機能検査、血液検査、心

理テストなど様々な制定に対応可能な各種



設備、装置が備え付けられています。な

お、清華大学で1;日発した身体組成分析装置

は、特許を取得しております。入退室管理

も含め、測定データは全てコンゼュータ処

理されるため、測定結果はコンピュータに

出力し{確認することができます。また、そ

れらのデータは蓄積され、それらを基に健

康指導や運動指導、食生活指導が行われま

す。さらに、学内 Webを介してスタッフ

や学生が、専門家から評価や診断をもらっ

たり、サポートセンターからアドノくイスを

もらったりすることができます。清華大学

では、このように運動、栄養、心理、医療、

生活習'1撲の各々に対して様々な支援をする

ことによって、スタップや学生の健康の維

持・ j持進をしていくシステムが構築されて

います。

質疑応答

一大熊!資IVi先生(筑波大学)

中間では、チェスや 1=1:1鴎将棋、 トランプ

ゲームなどもスポーツとして捉えられて

いることは知っているのですが、それらは

体育科b教育として授業が成立しているので

しょうか。

> Dr. Zhang Bing 

学生の要望数が一定数以上になれば開設

されます。要望は Webからでも投稿でき

るようになっています。

一大森翠先生(筑波大学)

年11IJ4万試合という、非常に多くの一般人

向けの競技会が行われているのには驚きで

すが、全学の学生が多くの試合に出場する

ために日々準備をしているというのも素晴ら

しいことだと思います。どのようにそのような

状況を作り上げてきたのでしょうかD

> Dr. Zhang Bing 
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練習や試合をする施設も充実しており、

学内の様々な場所で運動する機会が持てま

す。また、競技施設だけでなく、体力測定

やi血液検査など様々な測定を行う施設も充

実しています。

特別講演 2

Dr. Jackie Goodway (オハイオナトj立大学准

教授)

将来に向かつて:健康なライフスタイルの

促進に資する体育プログラムの役割

21世紀における PE (体育)の役割

大学は大変重要な変化の局面を迎えてお

り、予算の削減やプログラムの合理化など

多くの試練に直面しています。多くの大学

は、その使命や学生の教育成果に寄与する

ユニークな手法を用いた体育プログラムを

求めています。体育の立場から、我々は優

先順位を調査し、時代の変化に対応できる

ようにプログラムの改革を行う必要がある

でしょう O

体育における Healthおよび Wellnessミッ

ンヨ/

アメリカでは、以下のような流行病とも

言える状況が多く見られます。

@子供や成人の肥満の増加

・全ての世代における身体活動量の減少

(特に思春期から成人になるまで)

・心臓病や糖尿病の増加

・癌擢患、率の増加

現在のアメリカ人は、史上初めて、彼ら

の親の世代よりも長く生きられるという保

証がありません。これは、国家の公衆衛生

上明らかに危機状態であり、身体活動レベ

ルを増加させることがこの傾向を抑制する

一つの方法として考えられます。



身棒活動の利点

これまでの研究結果から.以下のような

身体活動の利点が示唆されています。

<<> BMI、肥満、 JL、競病、血圧、糖尿病、

癌、慢性疾患および行動障害の減少

<<> (建全な範間内での)体重、

心血管系の持久性、骨密度、 的機

能、 QOL、健全な健康状態の増加

ただし、生涯にわたって身体活動を従進

する PEプログラムが必要となりますc

日本における体育プログラムの問題

E:i本でも母性疾患擢態、率が増加l鰻向にあ

るようです。今回、私たちがオハイオナH立

大学 (OSU)で取り組み整理してきた公衆

衛生および Wellnessミッションに関連し

た体育プログラムを共有したいと思います。

私たちが、どのように生涯にわたる身体活

動に焦点を当てていくようになったのかを

知っていただき、そのプログラムからアイ

デアを構築してもらえたら幸いです。

改革の過程

OSUでは、 ，¥--j、下の 9つの過程を経て体

育プログラムが整理されてきました。

1.全学生の把握

2.本大学の背景

3.構想および呂 J際の設定

4.プログラム百標の概略

5.プログラム内容の選択

6.指導者および支援

7品質管理の導入

8. i憂秀者の認定

9.評価および見直しと修正

これらの過程の一つ一つについて説明し

ていきます。

1 .全学生の把撞

まずは、新しい↑世代の特徴を把握するこ

とから始めました。不活動や肥満から過
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密スケジュール、オンラインデマンドの

普及など、沿項目の持者支が挙げられまし

た。さらに、プログラムを存立む上で特ミに考

慮が必要と思われる学生の特鍛や彼らの背

援として、「学生の居生Ixに対する口ケー

ションの手IJ便性j、「コースの随時受け入れ

{本制j、「ヨガなどのヤングアダルトのため

の最新トレンドを反映させたコースの開

設j、「卒業後も継続可能な生涯スポーツ活

動ム「様々な技術発達レベルを認i識し、生

活 1-'，必要な技術および知識を教えるコー

スム「科学技術:に基づいた学習指導J、「成

果および評価のi明示j などが挙げられまし

たO

2‘本大学の背畿

OSUは、 130カ向から 44.000名の学l:j::と

10.000名の院生が在籍する h大な大学であ

ります。 体育は選択授業として側溝されて

います。また、教育および人類生態学のl;)a.

科大学として 5.200名の学生と 190の学科

を省し、身体活動および教育サービスに関

する学部には1.000才lのう$:ll~，と 35 の学科が

あります。私は、スポーツ、体育および運

動科学の部局に所属しており、私たちが進

めるプログラムは、スポーツ、フィットネ

スおよび健康プログラム (SFHP) と11乎ば

れています。

3. 構想および呂標の設定

体育プログラムを変更するi僚に、どの要

因が重要であるかを考えたところ、次の

ような要因が挙げられました。「特に教育

環境におけるヤングアダルトの身体活動量

を増加させることに関する健康事情や政策

綱領」、「学生の健康状態を優先事項として

認識し始めた大学の WellnessミッションJ、

f身体活動の利点に関する諦査・研究ム「体

育専攻学生のからだの健康と要望に関する

データム「生涯に渡る身体活動パターンの



構築への焦点Jです。

SFHPは、 OSUの学生が活動的、健康ー

的、 tl:健的かつ正しい知識を持った一つの

コミュニティーとしてより高v¥QOLを追

求することを望んでいます。そして、学術

的に正しいプログラムを提案するにあたっ

て、リーダー n~役部として機能していくこ

とが構想のーっとしてあります。また、活

発なライフスタイルの啓蒙活動を通して学

生の 1~煤・や QOL を向上させることが目標

であり、 SFHPは、以下の事項に隠して学

生を教育および訓練するためのプログラム

サーピスを提供する土.で、の社会的支任の一

つの象徴となっています。

1.スポーツや身体活動の生理学的およ

び心理学的恩恵

2.身体活動やフィットネス、健康、

QOLの原動力や相互作用の理解

3.スポーツや運動、レジャーと関連し

た精神運動スキル

4.健全なライフスタイルを維持するの

に必嬰な恕交n.行動能力

これらのサーどスを推進したり学生が身

体活動を行う機会を提供したりすることに

より、身体活動や健全なライフスタイルの

実践を過し健康維持に良い影響をもたらす

ような行動変容を起こさせることが SFHP

の意図としてあります。このプログラム

サーピスは、 OSUの全学生に等しく利用

可能となる予定です。

4. プ口グラムB標の概略

プログラム目標の概略として考慮すべき

点は、 f学生の特鍛と体育に対する希望」、

「構想、と目標との関連J、「施設やスタッ

プ(これらが構想のl撃墜になってはいけな

い)J、f独創性」です。 SFHPの目標は以

下の 8偲となりました。

1.檎康に関連したフィットネスの向上

2.身体活動を行う機会の提供
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3.健康維持や身体活動レベルの向上に

影響する永続的な行動変容の推進

4.生理学的および心理学的な運動の利

j立を理解させ、適切な身体活動の選

択をさせる

5.精神運動スキルを身に付けさせ、様々

なスポーツや運動、レジャー活動へ

参加させる

6.身体活動、フィットネス、健康の相

互関係の理解を深めさせる

7.一生を通して役立つ身体活動、フィッ

トネス、健康関連行動の知識を高め

る

8.スポーツや健康、レジャー産業に対

して、自ら判断できる消費者となれ

るようにする

これらは、具体的に以下のようなことを

意味しています。

1授業内の身体活動時間を最大限確保

する(特に適度な運動強度を確保)

2.運動やスポーツを健全なライフスタ

イルや生涯にわたる身体活動と結び

付けて考える

3.身体活動を通して教育する(身体活

動は身体活動そのものや競技スポー

ツのためではない)

4.どのようにこの講座が健全なライフ

スタイルと関係しているかを認知さ

せる

5.健康のための行動活動は、スポーツ

技術と知識を伴うことを学ばせる(例

えば、週間スケジュールの立て方や

運動強度について)

5. プ口グラム内容の選択

体育のプログラムを選択する際の考慮す

べきことは以下のようになります。

@学生の興味・関心

・学生が社会人となった時にも運動を続

けられる能力



e体育プログラムの構想および課題

e 体育プログラムの目標

@教授の専門性

@施設

・様々な運動種目の選択肢を用意

@幅広い運動技術レベルへの対応

SFHPの全プログラムの中で提供されて

いる講産は、「フィットネス」、「各スポー

ツの講義・実技j、「健藤j、「資格取持J、

f選択j など 65種類以上あ乃ます。四半

期毎に 225以上の多彩な授業が展開され、

14.000名以上の学生が履修しますa 身体活

動の実技や講義、オンライン授業が昼間、

夜間、平日、週末各々に開講されます。ス

タッフとして、 2名のプログラム・マネー

ジャー、博士課程および修士課程在籍の

35名のティーチングアシスタント、 15の

団体からの指導者、上級生のティーチング

アシスタント、大学技の管理アシスタント、

2名の教授、 SFHPの教授委員会などがい

ます。

SFHPのプログラムの例として以 Fのよ

うなものが挙げられます。

フィットネス

エアロピクス、キックボクシング、ウェ

イトトレーニング、ジョギング、スピニ

ング

団体種E

バスケットボール、サッカ一、フラッグ

フットボール、バレーボール

個人&ベア種iヨ
テニス、ラケットボール、ゴルフ、体操

格闘技

空手、テコンド一、太極拳、ボクシング

水中活動.

水泳、飛び込み、水球、スクーパダイど

ング

その他-

スカイダイピング、キャンプ、ハイキン

グ、ヨガ、ピラティス、 トレーニング、
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ヨット

ダンス

社交ダンス、フォークダンス

スポーツ観戦

健康講座

ウェルネスへの 癌への 教

育

講座.

First Aid & CPR、 ウ ォ ー タ ー セ ー ブ

ティーインストラクター、救急救命士

しかし、これらについてもどのように改

普していけるかを常に考えています口

者および支援の場面にどのように新たな観

点をもって対j忘していくか、どのようにし

たら標準化された牲のあるプログラム

を維持できるか、どのように我々の利点に

テクノロジーを};~~J=Fjしていくか、許可ilIiJJr去
をどのように明雄化するか、どのように議

H青らしさを認識させられるか、などです。

6. 指導者および支援

オリエンテーションでは、まず各スポー

ツに振り分けられたフォーカスグループ

を基本にコミュニティを形成します。プロ

グラムの構想、や課題、内容についての説明

や上級生の助言から専門的知識を共有しま

す口各グループでは、問題と解決法を共有

するために各指導者がいくつかのクラスを

受け持ちます。上級者のアシスタントは、

専門領域における他の指導者の補助をする

ことで、他のいくつかの授業が免除されま

す。彼らの支援として、年 41豆のミーテイ

ングを開いたり、ランチョンミーテイング、

招待講演、専門的能力の認定(例えば賃金

アップなど、モチベーションに結び付くよ

うに)などを行い、専門的能力を開発しま

す。また、テクノロジーを活用しオンライ

ントレーニングを行ったりもしています。



7. 品質管理の導入

まずはシラパスを統一化することです。

そして、客観的で透明性のある評価システ

ムの構築が必要です。そのために、運動ス

キルを評価するための規定の作成や認知評

価のオンライン化、優秀なパフォーマン

スではなく生涯に渡り身体活動と結び付け

るために重姿なスキル、認知および行動へ

の評価などを行っています。指導者教本の

オンライン化やモデルコースを Web上に

公開し共有する取り組みも行っております。

さらには、教職員監督委員会を設置してお

ります。

ところで、なぜシラパスの統一化が必要

かということを申し上げたいと思います。

それは、 SFHPの高い紫、シラパスに必要

な全ての要素、異なる指導者による同一講

座の内容の均一化を保証するためです。|間可

一討誹IO:鹿のクラス i関下間りの不j均均等を最小!限浪にし、

指j導詩宰者;が交代し主4年iド三リ)度支が変わつても SFI日~IP の

継絞と一主主貝賞t'日噌:'1性i

の不満をi故i詰主小i限浪にします O また、 (多くは

新任や活動のIIJFJが広い)スタッフへのカリ

キュラムサポートを提供することにもなり

ます。

そこで、統一化されたシラパスの各論と

は何かです。色々ありますが、まずは講鹿

の方向性です。基礎から発展までの段階的

な講座の概略までになります。次に講産の

目標ですが、それには 4~6 の運動スキル

や戦術、認知l項自、行動スキルや姿勢、ウェ

ルネス概念が含まれます。他には、テクノ

ロジーの利用(ゼデオカメラの導入など)

やブロックプラン(週間毎の内容の概略)、

講座の許制i方法 (35%:運動活動/個々の

スキル、 30%:j認す;1]活動/スポーツの知識、

運動生理学、ウェルネス、 35%:身体活動

/参加態度と積極性)、出}帝国数も含まれ

ます。一方、統一化されないシラパスの要

素もあります。それには、本やウェブサイ

ハU0
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ト、資料プリント、スライド (PowerPoin t) 

などの教材ーがありますが、多くの統一{とさ

れた教材が提供されています。衣服やm具

も統一化されていませんが、それらは活動

の姿勢を反映するものであると言えましょ

うO また、評価手)11買は指導者の裁量です。

指導者は、学生の運動、認知、行動の各々

の評備を自らの手)11貢で行います。ただし、

全ての評価において、スキル、認知、行動

を評価するために論理的かつ正当化された

意義を持たせなければなりません。そこで、

評価規定の多くは指導者に役立つものと

なっております。その上で、各スポーツの

フォーカスグループ毎に、独自の評価手段

を開発し応用しています。

運動目標と知識告標とに関する評価シス

テムがあり、どちらも客観的で透明牲を持

たせております。前者では、スキルに関す

る評価規定と活様到達チャート、練習に関

する段15皆的な練習課題、ゲームプレイに関

する規定の各々が授業の開始H寺に Webサ

イト上に掲示されます。そのため、学生は

授業前に各課題の評価得点を知っており、

壁に貼られたチャート表で日襟パフォーマ

ンスを確認しながら自分のファイルノート

にそれらを記録していきます。後者に隠し

て、知識の評価は、寿命を迎えるまで身体

活動が実践できるような知識に焦点が絞ら

れます。多くのコースは知識評価に基づい

たオンラインやビデオクリップを用いてお

り、関連ったスキルや失敗したパフォーマ

ンスを確認したり、ゲームのクリップ映{象

を観て選手の次のプレーにどのような選択

肢があるか質問したり、選手の動きを観て

彼らにはどのような練習が効果的かを質問

したりします。他の評価には、スポーツと

健康への効果を含んだ Wellness概念など

に関するものがあります。オンライン評価

は、客観的でありかつ授業時間に束縛され

ないところに価値があります。



指導者のための教材なとともオンライン化

され共有されています。 。ルlineinstructor 

resource centerには、統一化されたシラパ

ス、プロックプラン、練習や運動方法、プ

リント資料、課題(宿題)、評告li規定、試

験例題、ピデオクリップ、 Webサイトと

本、プレゼンテーション吊スライド (MS

PowerPoint)などが用意されています。

“分かりきったことを最初からやり直さ

ない! " ことです。多くの専門家が存在

していますし、優れた指導や評価の方法が

これまでにも研究されてきています。これ

らをプログラムに反映させるべきでしょう。

また、フォーカスグループは革新的な

法について話し合うために集まる機会を作

るべきでしょう O

私たちの大学は全ての講座で Webサイ

トを開設しており、 SFHP詩産も Webサ

イトを発援させています。シラパス、スラ

イド (PowerPoin t)講義、プリント資料は

勿論のこと、議論のj識や課題提出箱なども

寵いています。さらに、小テストや個別指

導に基づいたビデオ、配点を明記した採点

簿なども用意しであります。

また、 SFHPのプログラムディレクタ一、

スポーツ、体育、運動科学の学科長、運動

生理学、運動学習および発育発達、運動行

動、スポーツマネージメント、体育科，教育

の教員、 SFHPの代表者から構成されてい

るSFHP監督委員会もあります。 SFHPの

目標や内容に対する助言、プログラムの政

策決定、研究結果に基づいた方向性の決定、

SFHP 内における研究活動への奨励、教授

陣の専門性を高める為の支援、プログラム

評価の実施、などが主な役割となります。

8. 優秀者の認定

各講産における教育について学生が評価

をしますが、 SFHPのプログラム・マネー

ジャーはそれらに非常に高い信頼をおいて
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います。各講座の Webサイトシステムを

利用し、表彰に髄する優れた教育を行って

いると思う指導者を学生が推薦します。評

価の高い指導者に対して表彰し商品券を送

ります。これには、学生の推議によるティー

チング誌と、スタップや指導者の推薦によ

るサーピス設があります。

9. 方向性や評髄および見直しと穆正

救援に、筑波大学における方向性につい

て考えてみましょう O

筑波大学における部背プログラムはどこ

へ向かうのでしょうか?筑波大学の使命は、

ド常に有能な人材の育成J、同士会的

のある研究j、{社会資獄jを柱とした 6つ

の日擦となる領域があります。恐縮に存

じますが私の考えを述べさせて j頁きますと、

体育プログラムは、大学の使命に戎献する

li:.J{、的かつ独特;な役割を十円うものと患いま

す。学生が、身に付けた様々なスキルを効

果的に 21世紀のiJtのIlrに適応させていく

には、彼らを活動的、健康1'1むかつ'1三践的な

社会人として成長させる下回jけが必

その役割を担うことができるのは、大学の

体育プログラム以外にはありえないと信じ

ています。

質疑応答:

ー坂東経男先生(大阪大学)

OSUにおける PEプログラム (SFHP)

の変革の過程の 7番目に質のコントロール

を挙げられ、シラパスを統一されていると

いうことでしたが、評価の管理はどのよう

にされているのでしょうか。

> Dr. J ackie Goodway 

学生も自ら判断できるように、明確な評

価ポイントを示しています。例えば、服装

がちゃんと運動に合ったものかどうか、挨

拶をしたかどうか、学生向士の話し合いに



参加したかどうか、励まし合いが合ったか

どうか、積極的な活動をしていたかどうか、

などです。評価;項自釘:の点数も明示されて

おり、学生が今iヨは何点取れたのか分かる

ようになっています。そして、学生自らの

許1111jと指導者による評価を合わせて最終的

な評価点をつけることとなります。

基調講演

潜水一彦先生(人間総合科学研究科長)

f大学体育jの歴史と未来について

人[期総合科学研究科は、 7つの専門領

域(教育学、心理学、障害科学、体育科学、

芸術学、涯学、看護科学)を持ち、教職員

数は 1，260名、学生数は1.500名を越える

学際融合担の大研究科であります。その I~:J

で、私の専PFJは「教育学jでありますが、こ

こでは ii均等教官について」、その中でも

特に{大学体育jについて橋いていこうと

jtlいます。

日本の現行の大学flilJJ支に体育が入った

のは戦後であります。 1949年に新制大学

が発足し、今年でちょうど 60周年を迎え

ますが、「大学体育jはまさに日本型の111リ

j支であります。それまでは、大学で行う高

等教育では、ヨーロッパ型のように専門教

育を充実させればいいという考え方が主流

でしたが、そこから大きな変換をし、一般

教育(教養教育)の重要性が見直されるよ

うになりました O これは、アメリカ型の制

度でありました。 但し、アメリカでは多く

の場合汀本育」は行われていませんでした。

日本でも初めから組込まれていたのではあ

りません。 1947年、当初の新制大学の構

想では、体育は高等教育に組込まれていま

せんでした口ここでは完全アメリカ型を採

用しようとしていた訳ですが、体育連盟等

や各方面からの強い働きかけが当時の文部

q
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省を動かし、その 2ヶ月後には高等教育へ

体育を組み入れるように答申がなされ、そ

の結果、体育が大学の卒業要件に組込まれ

ることになったのであります口大学卒業の

必要単位数は、当初の設計では 120単位で

した。しかし、それが 124単位となってい

るのは、まさしく体育の単位分、 4年11'¥]で

4単位というその体育分であるのです。

大学の卒業単位の策定というのは非常に

シンプルな考えの基に行われました 1

単位は 45fI寺1M]の学習に相当します。月曜

日から金曜日まで 1日8時間学習し 40I時

間、さらに土曜日は 51時間として計訪 日寺

間となります。前期で 15週行えば 15単位

となり、通年(1年間)で 30週行えば 30

単位、それが 4年間として 120単位となる

訳です。これは、当時の労働時間に合わせ

て設計されたものです。学生の学習時間は、

労働者の労働時間と同じように作られまし

た。現在は、労働基準法によりその労働時

間の基本は 1週間で 40I時間とされており、

4月からは、さらに休憩時間等を考慮に入

れられ 3811寺1M]45分と削られてきています。

これらのことを考えますと、学生は本来的

な意味からしたらもっと学習時間を減らさ

なければならない、ということになるので

しょうが、そこまではなかなか追いついて

いないと申しましょうか、言い過ぎかもし

れません。

これらの経緯を踏まえましでも、体育が

大学の卒業単位、必修単位に組込まれてい

るというのは、まさに日本型のシステムで

あるということを、大学人は共通認識とし

て持つ必要があるのではないでしょうか。

筑波大学は 1973年に関学致しました。

新構想の大学として設計ーされた筑波大学で

すが、その経緯の一つに体育が挙げられま

す。体育実技は全学生に履修してもらい、

可能な限り多くの種目を準備し、保健管理

センターにて健康管理を行う、という構想



があり、それと問時に 2つの特例措置を設

けようということになりました。 iつ自は、

課外活動を単位として認定する、 2つ自は、

専門学群の学生の体育実技は専攻科目に振

り替える、というものでした O ついでに体

育以外で申しますと、共通科目として芸術

科目を用意しよう、さらにはオーナーズプ

ログラムを設けよう、という構想もありま

した。オーナーズプログラムとは、

秀者のための特別なプ臼グラムで、入学試

験で成績後秀学生には授業免除したり、特

別科呂、一部別メニューの科目、を j設絡

できるようにしたりするものです。関学か

ら35年が経ちますが、現在のところ体育

実技に関する 2つ自の特例措置については

実現していますが、 lつ目の特例措置に関

しては未達成です。また、芸術や特別プロ

グラムに隠しでも未だ実現していない状況

です。特に体育専門学群の学生を考えると、

体育実技の 1つ自の特例措置、課外活動を

単位認定すること、に関しては、早期実現

が望まれますc

関学から 10年後に自己評価を行い、最

終的には 15年かかり自己点検評価報告書

がまとめられましたo 1988年に 10周年を

記念したものとして、企画調査室より「筑

波大学の自己評価と改革の指標Jとしてま

とめられています。これは、私がこれまで

見た自己点検報告書の中で、一番素晴らし

いと思っていますが、外部の人、当時の文

部省の担当の方もそう言われています。そ

してそれは、今でも読む価値が充分にある

ものだと思っております。

その中でなされている筑波大学の体育の

評価は、非常に高いものです。特に、体育

センターを中心に運営がしっかりしている、

責任組織として体育センターの組織運営

が非常に{憂秀だということと、幅広い選択

種 Bと専門性の高い指導で優れた成果を上

げている、種自の多様性と技術指導の専門
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性に突出しているということが挙げられて

います。それらについて、{也の科白ではあ

まりかんばしくない、体育は最識の評価i

を受けてお乃ます。また、課外スポーツ活

動のj誌として 86出体あ旬、半分以上の学

生が活動しているということも長所として

挙げられておつました。ある私立γ大学では、

認証評価を受ける際に全学生の 7割が課外

活動をしている、ということが特筆すべき

こと、長所として明記されました。筑波大

も再来年認証評価を受けますが、現在の

課外活動の状況は、(宮下鼠教授 “体育・

芸術・文化の全 3系への参加者が全学生の

73%、体育系への参加者は 45%です、

ということでありますので、 !j寺 f~:すべき長

所として挙げられるのではないでしょうか。

ただ、その当時において、学rlA]の高度化、

多様化で学ばなければならない知識拡が増

え、専門分野を楠やすためにそれを設撹し

なくてはということで、共通科目に 1'"1羽の

矢が立ちました O 体育実技は 211三次までで

終了したい学群・学類があるであろう、と

いう文言が入っており、 1988年の内 11寺よ

り、保鍵教育と合わせて 4単位でもいいの

ではないか、実技は 2単位でもいいのでは

ないか、という意見がありました。その後、

平成 3年 (1991年)の大学設童基準の大

綱化がなされた翌年、筑波大学はいち早く

改革に取り組みました。共通科目の単位数

が半分に、体育実技も 2~4 単位の IIJ~ の中

で学群毎に自由に決められることとなりま

した。

この平成 4年度に行った大学カリキュラ

ム改革は、失敗だ、ったと反省しております。

あれが筑波大学の良さや、日本の大学教育

の4艮幹を崩してしまったのではないかと

忠っております。平成 3年度以降、国立大

学は完全に専iヨ1]教育にシフトしてしまいま

したO ところが、その当時の文部省の大学

設置審議会の中には、専門教育と一般教育



(教義教育)のバランスを取ることとも書

かれていました。教養教育の重要性は当初

から認識されておりましたが、体育や他の

共通科 l:iが、改革の煽りを食らってしまっ

たということであります。

歴史の原点に立ち戻って、 124単位の 4

単位を勝ち取らなきゃいけないんだ、とい

うj忍いを持ち、このようなフォーラムを

きっかけにそれに向かつてヰ兄り組んでいっ

てもらいたいと j悲し 1ます。

ここからは未来的な展望について述べて

いきたいと思います。

体育にとって明るい話があります。まず

は昨年、政府が主導する教育振興基本計画

の 5ヶ年の重点項@が発表されました。こ

れは、学校教育に留まらず大学院における

教育も含めてのものですが、その中で、「豊

かなこころと{建やかなからだの育成」とい

うものが掲げられています。この「健やか

なからだの育成」は、まさに体育が担うべ

きものであり、生きる力の 1つとして体育

があるんだということです。また、第二次

補正予算が組まれる見通しとなり、教育へ

の予算も増えることになります。筑波大学

も予算獲得のために需品問を立てているとこ

ろですが、そのテーマとして 11:建康長寿」

があり、筑波大学はそれで進めていこうと

作業中で、年11U数億円の事業を計画してい

るところです。

それに関連し、 4月から筑波大学の新執

行部の中心、次期学長となられる筑波大学

的臓病院の山田病院長が、ミーテイングの

中でキーワードを挙げられました。それは、

「いのち・からだ・こころJです。「いのち」

はライフサイエンス領域、「からだjは体育、

「こころJは心理や感性、保健管理センター

ということになるのでしょう。また、筑波

大学の国際化構想としまして、ただ単に留

学生や教員の受け入れだけではなく、この
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つくば地区の回際化を進めていきたいとい

うことでした O そしてこの筑波大学が、つ

くばの国際拠点として機能することが必要

であるということです。そして、つくば地

毘全体を通して、 fいのちJは大学病院が、

fからだ」は体育が、「こころ」は保{建管

理センタ一等が各々中心となり教育、研究、

支援活動を行っていけるのではないかと考

えております。

もう一つ実務的なことについて述べたい

と思います。現行システムにおいては、体

育実技担当の先生は不利であると申します

か、授業負担が大きい状況にあります。 1

単位は 45時間分の学習が基本となってい

ますが、議:義、演習、実技と各々時間数の

配分が異なっています口旧制大学から新制

大学への移行に伴い、単位数を増やすため

の苦肉の策でありましたが、学生の自

曹を促すためのものでもあります。講義で

は、学習11寺院jの 3分の Iを授業で、残りの

3分の 2は自主学習ということになってお

りますが、実技ではその全てを授業、現場

で勝負しろということになっています。こ

れは、学生に自主学習はするなと言ってい

るのと同じことであり、単位制度の主旨か

ら大きくずれています。平成 3年の大綱化

により、実技も 30~45 時間j の IIJillの中で各々

の大学の裁量に任せられることになりまし

たが、筑波大学は依然として 45時間を 1

単位としております。よって、講義はい時

間の授業とその 2倍の時間を告主学習に任

せるということになっているのに対し、体

育の実技担当の教員は、 31時間全てを授業

として行わなければなりません。 3倍の拘

束時間が取られ、教員の負担が大きくなっ

ています。負担は 3倍、評価は 3分の lと

いう現状があるかと思われますが、大学体

育を 1つの科目として成り立たせるために

は、自主学習、つまり課外活動や自主的ト

レーニングを行った時間も授業の一環とし



J¥ネルテごイスカッション

ショートプレゼンテーション 1

鈴木守先生(上智大学文学部教授)

上哲大学におけるカ 1)キュラム改革について

i二智大学で、は、 、品産党体育は

として開訴され 2単{立が必修となっており

ます。これまでの体育を平成 20年度の一

年簡をかけカリキュラム改革を進め、この

4丹、平ID(:21 1f J支より新カリキュラムを

スタートさせるところであります。新しい

カリキュラムについてはこれからのことな

ので、まだ自に見えないfWも多々あります。

この機会に改めてそのような点を碗認でき

たら良いと患っておりますc

まずは事?カリキュラムを進めるにあたっ

て、これまで 8年Ir号{史用していたテキスト

を樹新し、新たにテキストを作成しました。

現在は故終校正段階にあるのですが、これ

までは「身体のリベラルアーツ ~ウェル

ネスの耳立論と実践- Jとしていたテ

を、新テキストでは「身体のリベラルアー

ーウェルネスと身体一 」と変更しま

した。これにはあるきっかけがあります。

上智大学では、各学年、各学科で最も鐙

秀な学生に奨学金を出して表彰する催し

物があります。数年前のその会のi際、 1I~皆

の表彰式会場から 61靖のパーティー会場

に移動しなければならなくなった時、既

に5分程11寺liJjが過ぎていたのにもかかわら

ず、 200名程いた学生の誰一人として階段

を使う者がおらず、全員がエレベーター待

ちのために列をなしていました。学生で溢

れかえったエレベーターホールを尻自に私

や他の教員は階段を上がりパーティー会場

に向かいましたが、その学生の列をなして

いる光景を自の当たりにしたのをきっかけ

に、我々が今まで行ってきた体育はそれで

い'<

ツ

て認めようと、そういう主張をしていくべ

きだと患います。それによって、教員の数

を減らすことにはならないと患います。負

担を軽減して評価を上げていくためには、

単位のカウント方法の工夫が必要で、しょう O

昨年の会議において、この 4月より、教

員の評髄に平均水準という考え方を取り入

れようということになりました。平均水準

とは、授業時間数や受講学生数などの全体

の平均を算出し、そこから上か下かという

判断をしようということです。体育は、負

担も大きく学生も多いと思いますので、体

育の先生方は概ねプラスになるというイ

メージを持っております。学生からの授業

評舗では、体育が常にトップであります。

単位の見直しゃ教員評価を通し、体育の明

るい未来が見えるように折っています。

我々の教育学の研究室では、知育や怨

育など 7つの生きる力を上げておりますが、

その一つが体育です。高校までの教育で生

きるカを身につけ、大学で生き方を学ぶこ

とが必要であり、そのためには体予寄の発展

が重要で‘あると考えております。筑波大学

は、大学院科呂にも共通体育が入っており、

生き方を学ぶ上で、非常に充実していると思

われます。

。。

最後に、文部科学省の泉局長もおっしゃ

られていたことでありますが、これから

は寄付金をはじめとする外部資金の受け取

りや収益事業を大学独自で行うことが難し

くなると思います。したがって、教育事

業などを立ち上げるには、 TsukubaSport 

Associationのような団体を設立して活動

を行った方が良いしょう口



よかったのだろうか、と疑問を持つように

なりました O それまでは fウェルネスの;理

論と実践Jというテーマの中で、いわゆる

健康ーや体力という概念を含んだ「からだj

とその他の「こころj とを切り分けて捉え、

突!祭に「からだjはイ本育が「こころ」は心

):1ftがi1lうような状況でした。しかし、それ

では駄目なのではないかと考えるようにな

り、これらを区別せず丸ごとの人間として

捉え、他では代替できない、保健体育だか

らこそできる、あるいはf呆健体脊でしか関

われないことはないものかと暗中模索して

おりました。その 1=1=1で行き着いたのが「身

体jという概念でした D これまでの ri~建設ミ」

や「スポーッ」という概念の前提、上位概

念としてf身体jがあるのだということです。

今まで学生に対する授業では、どこか媛

僚にJJ削111し1'19なJ感覚を持っていましたが、

それでも、からだ、こころに関わる問題を

多く抱えている状況を感じていました。授

業Il'に携荷電話をいじる学生も相当数おり、

それはすぐにレスポンスしないとイ11JI場外れ

にされるかもしれないという恐怖心、脅迫

観念からでもあり、心の問題が大きく関

わっていますD 一方、 l、2臼間寝なかっ

たり、ジヤンクフードを食べ続けたりして

も平気でいたりもします。そのような学生

にアプローチし、 fからだj と「こころJ

を丸ごと捉まえることが重要であると考え

られます。今は、デジタルツー jレを通した

I~I 己表現に偏重されていますが、「からだJ

をメディアとした人とのコミュニケーショ

ン、集団の中で自己主張する機会を持つこ

とも大事であり、これらのバランスが取れ

た学生の育成が必要であろうと考えており

ます。

この一年間模索してきて「身体Jとい

う言葉、概念を用いて授業を諾り始める

と、これまで保檎体育研究室の教員向でし

か語れなかった授業のことに関して、他学
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部、他学科の先生方と共通の土壌で、話すこ

とができるようになりました。「身体Jと

いう概念を用いることによって、哲学、国

文学、心理、社会学など様々な分野の先生

方とコミュニケーションが取れるようにな

りました O 今までも改革はしてきていまし

たが、それは狭い世界、 i浪られた者の中で

のことでありました。今では体育のあるべ

き姿についても、 j五く多くのアドバイスを

頂いております。

身体はメディアとしてtiAえ、横のコミュ

ニケーション、共生する集団の中で、人とど

う関わって豊かさを実現していくか、その

知恵、を少しでも学生に見出していってもら

いたいと願っています。 保健体育というオ

リジナルな領域から、そのために必要であ

ると忠われることを提案していきたいと思

います。それらの理念を、「はじめにJと

いうことで新テキストの導入に書かせても

らいました。これからがスタートとなりま

すが、この理念の基、新カリキュラムが機

能していくように進めて行きたいと思って

おります。

ショートフ。レゼンテーション 2

鈴木久雄先生(1南山大学スポーツ教育セン

ター教授)

現代 GPの内容、成果、展望について

岡 山 大 学 が 平 成 17年度に採択され

た、現代 GPの取り組みの内容、成果、展

望について紹介したいと思います。プロ

グラムのテーマは「バリアフリーによる

双方向スポーツ教育活動-University . 

Community . Companyの協働で拓く」です。

岡山大学には l万4千人殺の学生が在籍し

ておりますが、大学と地域とで人材・空間・

時間について双方向の交流を行い、スポー

ツ教育活動を実践していこうという取り組



みです。

関山大学では、平成 18年 6月に現代 GP

推進施設として、スポーツ教育センターを

発足させました。学生のコミュニケーショ

ン能力の向上、社会性の向上を通して、地

域でのファシリテーターの育成を自指すこ

とが目標でした。その枠組み中の教育活動

として、新たな 3撞類の授業を展開しまし

た。スポーツサークル活動実施型、スポー

ツ教室開催型、スポーツ指導練習型という

もので、各々スポーツ実習 D、E、Fとし

て開講しました。スポーツサークル活動

実施型は、 5月にオリエンテーションを行

い、スポーツ講座を年 5回以上受講しなが

らスポーツ活動を自主的に行ってもらいま

す。スポーツ講躍は、年 16回開催される

公開講座の中から選択して受講し、スポー

ツ活動は、行った活動、筋力トレーニング

やストレッチなどをスポーツトレーニング

ノートに記載して]丹に提出します。その

受講実績とトレーニングノートの内容を加

味して単位認定が判断されることとなりま

す。スポーツ教室開催型は、 4月にスポー

ツ教室の企画書こを提出し、年 5回以上の教

室開催を行いその報告書を l丹に提出しま

す。このコースでは、ボクシング部のボク

ササイズ教室、水泳部の水泳教室などを

行っており、他にはハンドボール部やボー

ト部、卓球部もスポーツ教室を開催してお

ります。スポーツ指導練習型は、スポーツ

教室開催型と同様、 4月にスポーツ教室の

企画書を提出し、年 5回以上の指導を行い

その報告書ーを 1)=]に提出することとなりま

すが、主な活動場所は小・中・高等学校の

部活動や地域のスポーツ教室です。部活動

には、野球部、ソフトテニス部、ノくスケッ

トボール部、陸上部、バドミントン部、弓

道部、馬術部などが参加しており、スポー

ツ教室には、ランニング(陸上部)や自転

車(自転車競技部)、バレーボール部、ア
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イスホッケ一部、フィギュアスケート部、

剣道部、テニス部、サッカ一部、体操部、

ラグビ一部などが参加しています。

スポーツ教育センターではスタップも充

実させ、学生のフォローや地域貢献を行っ

てお 1)ます。スポーツ相談宰を設澄し、主

にメール相談ではありますが、スポーツ隙

歯科、 トレーニング、メンタルトレー

ニング柑談や指導を行っております。また、

地域での健蝶・づくりのために出前講座を開

いた号、スポーツボランテイア養成のため

に運動普及応援問づくり議時を開いたりし

ております。

岡山大学のスポーツ教育センターのこれ

までの取り組みをまとめると、新しいス

ポーツ実背 3誕類を 111iJ縦、スポーツ講路へ

の参加を講義に振り幹え、スポーツ医科学

情報発信、 4純のスポーツ相談-指導、開

スポーツ支援、/I11~fili¥r.暗号、スポーツボ

ランテイア養成、の 7Jl~ j: Iが挙げ.られます

が、そのうち前半の 5つがが(万戸jスポーツ

教育活動となるでしょう。

成果としては、授業のi諸{去で'';1:/j.:.のコ

ミュニケーション能力の向上がみられまし

た。コミュニケーション能力は、自己統制、

表現力、読解力、自己主張、他者受容力、

関係調整力の 6項目に分けて調査しました

が、スポーツ教室開催型ではその全てが僅

かずつ向上し、スポーツ教室開催lliの部活

動参加組では表現力が向上し、地域教室参

加組では表現力、他者受容力が向上してお

りました。

大学の活動は、研究、教育活動、地域貢

献の 3つが三本柱となります。岡山大学ス

ポーツ教育センターでは、これら 3つを双

方向で結びつける活動を推進してきまし

たが、北京オリンピックやパラリンピック

へ選手を輩出することもできました。現

代 GPの申請内容・取り組みは、ほほ軌道

に乗せることができ、これらの取り組みに



よって午:ヨミのコミュニケーション能力を向

上させられる可能性が確認でき、スポーツ

教育センターの常設化や教員の増員をする

ことにもなりました。

今後の展望と致しましでは、 IT健康づ

くりシステムを構築することです。 I河LL!

大学の非運動部活動者は男子で 70%、女子

で 82%に及びますが、その非スポーツ活

動学生に対ーするアプローチが重要と考えま

す。 IT運動プログラムを活かした健康教

育を行い、履修後、卒業後も学習の場を提

供し生涯教育を実践していくことが諜題で

す口現在でも小規模で実践されていますが、

その効果として介入群で運動量が増えたこ

とがI~j らかになっています。今後は、この

システムを更に広げて吏に効果を上げてい

くことが課題であると思っています。

ショートプレゼンテーション 3

緒方良先生(Iニi鍛崩事株式会社名古屋支)主

主地支出長)

企業サイドからみた必要とされる人材

私は学生時代からノfレーボールのナショ

ナルチームに選抜され、卒業後は新日鉄に

入社し、選手・コーチ・監督と経験しまし

たが、合わせて 9度の日本ーになることが

できました。夜、もナショナルチームの監督

を務めましたが、最近のナショナルチーム

の監督には、男女とも全て新日鉄の OBが

就任しています。そのうち私だけが監督を

辞めてすぐに商社マンとしてサラリーマン

になり、現在は名古屋におります。 1)ーマ

ンショックやサブプライムローン、CDS(ク

レジット・デフォルト・スワップ)問題な

どに端を発し、 トヨタの膝元でもあり不況

の煽りをまざまざと見せつけられています。

そのような厳しい競争社会の中でどんな

人材のま必要とされているのでしょうか。私
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はサラリーマンをしながら今なおバレー

ボールの指導-普及に携わっております。

中・高のバレーボール指導者、部活動の!注目

i問、特に未経験の方々に指導資格を取得し

てもらう中で指導者の育成・指導をしてい

ます。彼らは普段、生徒には授業中に寝る

なと指導しているはずなのに、休憩をはさ

んで 3r時間の講義中に約半数の人が寝てい

ます。いつも学校で寝たら起きろと注意し

ないのかと尋ねると、寝ているのは本人で

はなくてつまらない授業をしている先生に

非があり寝ている子は悪くないとおっしゃ

ります。私が寝ている先生に質11:¥Jをして寝

させないようにして、先生に社会人教育を

しているような変な授業を行っている現実

があります。

社会、企業は組織で動いています。例え

綿入荷庖であっても仕入れ先等がありま

す。一人は点、二人は線、三人は面となり

ますが、仕事は必ず面で行えと言っていま

す。 菌でするためにはコミュニケーション

が不可欠です。そしてそのスタートは挨拶

です。最近では、会社に来てからそれを教

えなくてはなりません。大学で何をしてき

たんだと患います。入社式ではきちんとし

た身なり、姿勢、礼をしますが、翌日から

は何もできません。それは習慣化されてい

ないからです。人の目を見て話せない、こ

ういう人は大抵管理職にはなりません。企

業の求める人材には、勿論様々なスキルが

必要とされます。しかし、挨拶や礼ができ

ない人は社会では全く通用しません。ある

大学体育では、授業を始めようとする時に

挨拶も無しにダラダラと始まりダラダラと

終わりにしてしまいます。企業の会議でも

3~5 分前から席に座り、終わりにも合図

があります。挨拶や時間厳守、礼などの当

たり I誌のことを当たり前にゃれなくてはな

りません。大学体育では、こういうものを

きちんとやってもらいたいです。



授業や学生だけではなく、スポーツの選

手にも問機のことがあります。国旗掲揚の

時に、しっかり立ってじっとして題歌を開

いていられないような選手には、クイック

も教えられません。現在のバレーボールの

ナショナ jレチームの植田監督は、選手にヒ

ゲを生やすな、茶髪は禁止、と指導してい

ますが、そういった基本的なところから指

導していったおかげで徐々に強くなり、近

年遠のいていたオリンピックにも出場でき

ました O 当たり前の事ができたj二で、当た

り前以上の事ができるようになるのです。

少し話はそれますが、運動部で、は一貫指

システムを必要としています。ヨーロッ

パで研究されているのは、日本の学校の部

活動です。ヨーロッパは地域のスポーツク

ラブを中心にスポーツの普及・強化や選手

の育成等がされています。それに習い、新

日鉄は大阪の堺市と共向し堺ブレーザーズ

を立ち上げましたが、未だにうまくいって

いません。自ら活動費を稼げておらず、限

界かなという気もします。 日本では、勉強

ができなくてもスポーツができれば、 11=1

学校でいい選手となれば推薦で高校、大学、

企業とエスカレーター式に上がっていけま

す。しかし、頭の悪いやつは上手くなりま

せん。頭の良いやつは上手くなります。研

究してみると、小学校からヰi学校で基礎学

力をしっかりと身に付けられていなければ

なりません。勉強しながら運動する子とそ

うでない子で差が生じます。バレーボール

学会で「バレーボール百年構想」を掲げま

した。クラブ1言動と王子行して、基礎学力を

しっかりと付けさせながらでなければなり

ません。レベルが上がれば上がる程、自分

で聞く力、読む力がないとそこで選手とし

ての成長が止まってしまいます。例えば、

i司身長のアメリカ選手と iヨ本選手がいた場

合、アメリカの選手は科学的論文をどんど

ん読めたり、指導者の言葉が耳に入札話
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ができた守します。ところがヨ本人選手は、

身長が大きいだけで指導者が約を言ってい

るのか分からない、話ができない、論文も

読めない、レベルが上がっていくと沖び悩

んでしまいます。大抵の選手が故終的に企

業に入りますが、 30才まではいい選手と

して重宝されますが、それ以降は辞めてい

くか残っても会社の仕事がで、きずに窓際に

追いやられます。

どんな種目でも、この説技をやっている

子棋連は本斗に基礎学)]があるなと、しっ

かりとしたー武指導を行っているなと社会

にも認知されれば、企業も本当に非常に

採用しやすいものです。協調性、バランス、

コミュニケーション能力を紫ね備え、さら

に、企業との関に交渉にも入れるような人

材が社会では求められます。

ショートプレゼンテーションヰ

議室箆治先生(体育センター准教授)

筑波大学体育センター開講科目{つくばマ

ラソンjについて

「つくばマラソン」は、筑波大学の体育

センターが開講する科目ではありますが、

非常にユニークな授業であって必ずしもス

タンダードではないかもしれません。マラ

ソンの愛好者は 30年以、上前から増加して

きており、さらにここ数年は、マラソンブー

ムといわれる状況になっておりますが、こ

の fつくばマラソン」は現在のブームより

以前から開請:され、平成 21年 4月で 18年

自を迎えます。

関学当初より、体育センターでは全学の

学生に対し体力測定を実施しています。 12

分間走のデータは持久力の指標となります

が、男女とも年々きれいな低下を示してい

ます。また、筑波大学は広大な敷地なので、

よく動き歩いていると忠われがちですが、



実は広大な敷地ゆえにほとんど歩かず、学

11:.の歩行設は高齢者並みであることも明ら

かになっています。これには、コンピュー

タを代表とするバーチャル世界や ITの普

及に伴うコミュニケーション能力の低下、

無気力・不活動、体力の低下、感性の埋没、

努力を'1苦しむ一躍千金願望といった現代社

会の問題も関与していると忠われます。そ

れに対しスポーツは、生身のf本語免(1)アリ

ティー)を特徴とし、他者との関係、気力、

実際の活動、体力の向 i二、感性の刺激、継

続的な努力を含みます。体育センターの理

念は、 f生涯体育Jと「健康・体力の増進J
ですが、それらはすなわち、 f自立的に自

己を成長させ続ける力jを獲得させます。

この力の獲得に向け、「スポーツを通した

人I'MJ教育j という共通理念をもって各教員

が活動しております。

基調部11f.演にて、清水先生が“大綱化が

大学体育を衰退させた" とおっしゃって

おりましたが、「つくばマラソンJは大綱

化を受けて自由科 13として開設されたので、

矛属した科円、長!の遺産と言えるのかもし

れません。 釘:年 11月下旬に l万人以上が

参加する市民マラソン大会を活用した授業

であり、 f講義・実技」、「自主トレーニン

グj、「マラソン挑戦jの 3本柱を掲げてい

ます。学んで、応用して、生活化すること

を、マラソン挑戦の過程で実践することに

ねらいがあります。マラソン挑戦の持つ教

育的価値は、数ヶ月のトレーニングが絶対

必要であり、継続的に徐々にステップアッ

プしなければならないことと、心身の眼界

にさらされることにあります。授業は、 ト

レーニング学から生理学、スポーツ涯学、

栄養学などの講義を織り込みながら実走し

ます。ただ、選一回の授業で走るだけでは

不十分なので、実際は自主トレーニングが

メインとな旬ます。学生自身が計画を立て

それを実践し自己評価を行う、学生自身が
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Plan-Doδeeを進めていきますが、それを

支援するためにトレーニング日誌を用いて

います。毎週、それを基に指導者がアドバ

イスを行い、学生はそれを次の練習計画の

参考にします。また、過去の受講者が再度

受講し、練習会などを発起、企画したりも

しています。講義と実技で学び、 I~ 主トレー

ニングに応用し、受講後もマラソン挑戦を

生活イヒさせており、まさに「自立的に自己

を成長させ続ける力」を燦成しているとい

えます。教育成果としては、ここ数年は毎

年 100名以上の学生が受講し、非常に高い

確率で、完走しています。また、平均して過

21IT1以上のトレーニングを行っていること

に加え、卒業後も継続する者やボランテイ

アスタッフとして参加する者も多く、ス

ポーツが生活化されているといえます。ま

た、受講生としての受身の立場から受講後

もリーダー的な役回りを演じる能動的な活

動へと発展させていることも特徴として挙

げられます。個々の学生の内部 (:I~成長とし

ては、たくましい精神力とチャレンジ精神

の獲得、自己効力感や社会性の向上、問題

への対処力の向上、能動的行動力の獲得な

どが挙げられます。これらは、決してマラ

ソンを完走したから待られたのではありま

せん。自己効力感はレース前に既に向上し

ており、 トレーニングに対する白己評価と

関連していることが調査によって明らかに

なっているのです。大多数は達成感や自信

を求めて受講しますが、得たものとしては

仲間・他者の存在の方が大きいことがi可じ

調査から分かつており、マラソンへの挑戦

の過程でこれらの能力や人間性が育まれて

いくものと考えられます。

続いて、筑波大学の卒業生を対象に行っ

た、 f卒業して考える「体育jの意義に関

するアンケート調査jの結果について紹

介します臼全学を対象とし開講されている

共通科告の満足度の結果では、他の科目と



比較し、体育の瀧足度が非常に高いことが

示されました。主成分分析によって満足度

特性を検討したところ、第一主成分とし

て、「授業計画ム「教員の意欲Jr教育内容j

が抽出され、いわばソフトの充実が満足度

に大きく貢献していることが分かりました。

第二主成分では「施設の利便性ム「開講科

目ム「撞呂の選択方法jが抽出され、当然

ではあるのでしょうがソフトの次には、い

わばハードの充実が大きな要国になってい

ることが分かりました。

筑波大学で受講した体育が現在の生活や

仕事に役立っているかの質問には、約 5割

に及ぶ者が役立っていると考えており、現

在でも 7割近くの者が過に l回以上、定期

的に運動を行っていることが分かりまし

たO これは非常に高い割合であると思われ、

体育がスポーツの生活化に一役員っている

ことを窺い知ることができました O 具体的

には「健康・体力の維持・増進jはもちろ

んのこと、 f技能の習得方法jや「人間関

係J、「コミュニケーションスキルム「忍耐

カム「苦手意識の克服jなどに貢献してい

ました。実際には、 fつくばマラソンJの

受講者でも、週 lコマの授業で学んだこと

を能動的に応用し自主練習へと変容を期待

するのはなかなか難しいことでもあります。

そこで、その変容を促すような働きかけが

重要となり、練習担誌の活用や声掛け、見

守りなど様々な支援を行っています。また、

そこの応用の段階をより大きくすることが

スポーツの生活化への最重要課題となりま

す。 fつくばマラソンjでは自主練習の段

階となりますが、リピーターによる練習会

の他に、受講生同士の励ましが非常に大き

な影響を与えています。その延長線上にマ

ラソン挑戦という目標がありますが、競争

ならぬ仲間と共に走り f共走jすることが、

「自立的に自己を成長させ続ける力jの獲

得に大きく貢献しています。
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大学体育の理念である、学ぶ、応用する、

生活化するためには、自擦となるスポーツ

イベントを利用することも一つの方法であ

ると患います。マラソンだけではなく、地

のスポーツでも十分可能ではないでしょう

か。大学では、どうしても学ぶ講義や実技

に重きを畏いてしまいがち、持11遣を掛けて

しまいがちですが、それらを応用できるこ

とが大事で、あり、学生がIJ発的に行動し成

長できるような支媛、投げ掛けが有効であ

ると思います。それは決して新しいもので

はなく、原点であり温故知新なのかもしれ

ませんが、一つのモデルとして

のではないでしょうか。

震疑応答

きる

ー ショートプレゼンテーションの内容を

踏まえ、以下の 4点に焦点を当ててパネル

デイスカッションを逃めてわ:きたいと思い

ます。

1.大学教育における体育の{立抗づけに

ついて

2大学の外、社会からみた大学教官あ

るいは大学体育への期待、注文。また、

我々はそれにどう応えていくべきか。

3.各大学の FDの取り組みについて

4.大学体育の未来について

大学においての体育をどう位置づけるか、

我々のゴールをどこに置いたらいいのかに

ついてですが、まずは海外の状況をゲスト

のお二人に開いてみたいと思います。

> Dr. J ackie Goodway 

元々イギリス出身で現在はオハイオ州立

大学にいますが、イギリスでは、大学で

は体育はほとんどやっていません。地域ス

ポーツとして活動している学生はいますが、

清水先生がおっしゃっていたように、大学

体育は非常に日本独特のものであるように



感じます。

> Dr. Zhang Bing 

身体、こころとからだを一緒に鍛えるた

めにどのような取り組みをしているかとい

うと、清華大学では、マラソンと水泳を必

修にしています。その中で、苦しみを乗り

越える体験をさせることによって身体を鍛

えていこうとしています。

一清華大学での取り組みは、高等nm範学

校時代に、柔道、マラソン、水泳に取り組

んできたことと同様ですね。

Dr. Zhang Bingが「身体Jの鍛錬という

ことを言われましたが、 f身体j という概

念に行き着いた経緯について鈴木守先生、

教えて l頁けないでしょうか。

〉鈴木守先生

今の学生と接していて最も強く感じるの

は、右)ば上がりの体j験をしていないという

ことです。昔、我々の時代には、先に進め

ば侭か光が見えてくる、 1;司けてくるという

感覚がありましたが、今はなかなかそうい

う発想に立てません。また、自分を評価す

る尺度を、他人の尺度からでしか見られな

い学生がほとんどです。

彼らの育った社会というのは、「身体j

を長い11JJネグレクトしてきた社会です。そ

れは「知jではなく、大学にとって必要

なものではないとされてきました。しかし、

今こそチャンスであり、 i鴇の中にチャンス

はあるもので、それを見つけていくことが

大事なことだと考えます。その中で、健康、

スポーツ、身体とは何かを見つけ出せれば

いいのではないかと思います口

これまでは、データの平均を基本に学生

をそこに一樟に追込もうとしていました。

これからの上智大学は、健康から離れ、「身

体jから鍵康、スポーツを見藍していける
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ように、自身の f身体j を見直すことから

始めていこうとしています。健)東ーブームや

健藤至上主義で、それらが市場化する中、自

分の目でしっかりと確かめながら、自分な

りの健康観を見つけられるような教育をし

てこなかった反省があります。オリジナル

な身体をベースとした教育を進めていこう

としています。

ー筑波大学でも、「ボディワーク j とい

う身体の動きに注Eした非常にユニークな

授業を遠藤先生が行われておりますが、ど

のようなものかご紹介頂けますか。

>遠藤卓郎先生

清水先生が講演で言われていた、「いの

ちJ. rからだJ. rこころ」というのは非常

にいい言葉だと感銘を受けました。その中

でも、やはり「いのち」を育むことが大事

であると患います。「いのちJは「からだ」

あってこそのものであり、「からだJと「こ

ころ」はリンクしています。よって、「い

のちJの意味を考えていく体育、それを飛

躍させていく体育でなければならないと

思っています。まずは「からだJを考えな

いと、大学教育の中で、本当の意味で体育

が位置づいていかないのではという気がし

ています。我々が生きていくのはどういう

意味を持つのかということにまで、体育で

求め掘り下げいけたらいいと思っています

が、そのキーワードは「からだ」であると

患っていますD ちょっと飛躍し過ぎた意見

だったかもしれません。

一運動学の立場から税関先生いかがで

しょうか。

〉朝間正雄先生

専門は現象学的な運動学です。まず、我々

にとって「からだJというのはそのままで



は存在していません。運動経験を通して、

初めて我々にとって「からだjが存在する、

形成されることとなり、いわば実在という

ことになります。「からだj という言葉を

f吏うと、どうしても f体力j というイメー

ジができてしまいます。その r-t本力j とは

本来見えないものであり、何か測定してみ

て初めてそうなんだと気づくものです。た

だ、その物差しは、本当は運動そのもので

あり、 f体力」を測るのにその運動は相応

しいものかどうか疑問もあります。fJlJえば、

知能をitiljるのに知能テストを行い、成績が

良かったから本当に知能が高いかどうかは

よく分からないのと同様のことが、体力に

もあるのではないかと思います。そういう

意味でJからだjとか f身体」とか「体力j

とかし 1う をやめて、もう J 度運動その

ものに返ったらどうかと jまいます。運動は、

それができるかできないかであり、それら

を修正していくものです。運動体験を通し

て、感じることと動くことが…緒に起こっ

ています。感じられないと動けない、動け

ないと感じられない、このこつの能力は人

間が活き活きとありありと動いているとい

う体験に備わっているものです。そういう

ものを子供たちに体験させることが、人間

性を養い人間としての能力、総合力が高め

られるんだと忠、います。単にできることに

価値があるとかないとか、身イ本的な能力が

高いとか低いとかではなく、もっと高遜な

話があるはずです。どうも体育というと単

純な体力に話が向いてしまい、子供に体力

がないからといって体力をつけようとしま

す。鍋倉先生の発表で学生の体力低下の

データがありましたが、実はもっと重大な

ことが起こっているように感じます。学生

が全く運動できなくなってしまっています。

運動能力がなくなってしまっています。で

んぐり返しができない、下手をすると、走

るとか歩くこともできません。この現実を
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無援して体力がないと論じることはできま

せん。できれば皆さんで、 “運動するこ

と自体に意義がある" ということを子ど

もたちにj云えていって欲しいです。

ー 今の意見に対し、体力の観点からどう

でしょうか。

〉

運動生理学・生化学を込(1ヨ'1とし、平成 4

11三から「フィットネストレーニングjをtl1

当しています。君、H身のパックグラウンド

や教育経験から、飽き始めて 15年程はい

わゆる測定可能なものにフォーカスを内て

過ぎていました。体育が学生に 1j，える刺激

としての運動・スポーツを行い、その結果

体力や健11誌の維持・ i首選に繋がってはいる

のですが、ここ 5 は、 主主終的には[こ

ころjかなという思いが強いです。鈴木守

先生も[フィットネス」から「ウェルネスJ
へとおっしゃっていましたが、私 (p誌もそ

うでしたり Dr.Jackie Goodwayもいいコン

セプトに恭づ!いてプログラムが実行されて

も、それをどう「こころ」に結びつけるか

が重要だとおっしゃっておりました。運動

の習'様化へは難しい問題があると思います

が、最終的には運動主体である学生が、「こ

ころjの問題にどう行き着くのか、またそ

ういったものにどうフォーカスを移してい

くかに、大学体育の一つの目指すべき道が

あるのではないかと思います。

一鈴木守先生が、健康志向の体育からか

けがえのない身体教育へ、「フィットネス」

から「ウェルネス」へと話されておりまし

たが。

>中村良三先生

「身体j というのは人間だけが持つもの

です。動物も「身jは持っていますが「身



体Jはありません。まさに、人聞が人間で

あるためには「身体jが欠くべからずのも

のであると、今i面改めて認識させられまし

た。ずっと考え統けてきたものではありま

すが、改めて立ち返って考えなくてはいけ

ないのかなと!惑じました O

> J11島iiP:夫先生(秀明大学)

「身体」はどう英訳するのですか。

>1:1野美里氏(通訳)

心を兼ね備えた「からだjが大事だと伝

えていましたが、「身体jは ibodyJ と訳

していました O

> Dr¥Zhang Bing 
'-body and souUが一番ピッタリはまる

ような気がします。

一我々は、常に言葉の定義を気にして選

んで使わなくてはいけないですね。質量な

ご意見、ご指摘ありがとうございました。

次に、社会からみた大学教育、あるいは

体育についてですが、改めまして、挨拶、札、

マナーなどはスポーツをすることで身につ

けられるものなのか、緒方先生ご見解をお

間かせください。

〉緒方良先生

先程は基本的なことを述べましたが、何

をもってビジネスと言っているのかとい

うと、企業はお金を慌けること、具体的に

は、日々起こる問題を解決することによっ

てお金を儲けています。この問題は二つあ

り、何もしなくても日々生じる li:~題と先に

生じる問題、予見した 11~9題とがありますが、

百々の判断でそれらを解決し利誌を生んで

います。そこには、運動をしているかいな

いかも多少樹孫があると思います。バーバ
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ル、ノンノfーパルコミュニケーションとい

うものがあります。聞くサイドが11r1く姿勢

になっているか、話すサイドが話す姿勢に

なっているかは重要です。例えば、馬鹿な

上司が紙にイ可かを書きながら “これやっ

とけよ" なんて指示する 11寺もありますが、

私は全く開きません。何故かと言うと、指

示を出すのであればちゃんと相手に向いて

話すべきだからです。問題解決をしていく

上で、ノンバーパルの部分が能動的に出易

い習慣をつけている人の方が問題解決しや

すいです。フォローアップでき、ピジネス

スキルがアップしていきます。そのスタン

ス、姿勢がとれない人は問題解決のチャン

スが減ってリスクやミスが増えますD 挨拶、

礼儀、身のこなし、からだの動かし方を習

慣化していくことが問題解決のフォローに

繋がります。そういう意味では、それらを

運動-体育を通して習慣化しやすいと考え

られます。ビジネススキルにも、心、技、

体の要素があります。挨拶して礼儀ができ

ていれば仕事ができるというのは大きな関

連いではあり、最終的にはスキルが必要で

はありますが、フォローアップに隠しては

体や心が大事なことです。

一先程の緒方先生の話の中のキーワード

のーっとして「コミュニケーション能力J

というものがありましたが、それは、鈴木

久雄先生の取り組みの中でも重視されてい

ました。 何故 fコミュニケーション能力J
を挙げられたか、なぜそこに着目したか、

その背景を教えて頂けますでしょうか。

>鈴木久雄先生

我々は「コミュニケーション能力」と

して 6項目挙げていますが、ズパリこれだ

というのは今までないと思いますD しかし、

データを示さなければならないということ

で出しました。



一つ、体験をするというのは非常に重要

であると思われます。枕上の空論ではあり

ませんが、杭の上では学べないことが多々

あるだろうと患います。さらに、結方先

生の話にも関連しますが、スポーツをやっ

ていても指導経験のある者とない者とでは、

指導力は勿論のこと、コミュニケーション

能力にも差が生じます。体育を受動的に受

講しているだけではダメで、指導する測に

囲ってもらうようなチャンスを与えること

により、また違った効果が期待できると

患っています。

一 社会に求められている人物像に対して、

筑波大学の体育がどうやって応えていけば

良いのかも含めて、体育専門学群長であら

れる阿江先生のご、意見をおlit1かせください。

>fliiJi工通良先生

昔、体育センターの授業で大多数の

が嫌で嫌でしょうがなかったであろう陸上

運動を宮下先生と担当しましたが、その時、

生が独り立ちして自分のからだを将来

にわたって鍛えていける知識ややり方を身

につけて欲しいと、基本的な皆様を持って

行っていました。体育とか運動では、緒方

先生がおっしゃっていた「問題解決能力j

や「地頭力ム何か起こった時に対処する

能力を身に付けたり、それらを身に付けら

れるようなプロセスを準備することだと思

います。大学におけるスポーツや体育とし

ては、「身体」ゃ f動き Jという観点から

学生にそれらを身につけてもらいたいです。

「スポーツの生活化Jというのはスポー

ツを生活に取入れることですが、私の恩師

の金原(勇)先生は、「生活を体育的にデ

ザインする、体育化してデザインするjこ

とが目標だとおっしゃっていました。心身

の能力を高めることと、色々な場面に対応、

できる能力を付けることが体育の大きな役
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割の一つではないでしょうか。例えば、簡

単なことですが今日は疲れたから平く寝ょ

う、というように生活自体を体育的にデザ

インさせられるように仕向けることです。

小さい rであれば勤き、学生であれば新た

なスポーツ績は、 J支箭に夜i認したn寺に自主

的に考え学んでいくという態度も含めて生

活をデザインできることです。私の父はス

ポーツを一切やりませんが、元気で私より

長生きするのではないかと行われています。

スポーツはやらないけれど、生活自体がス

ポーツ i拘な要素を担っているのです。作家

にはそんなに筋力や持久)Jは必要ないけれ

ど、自分の ~t~百に合ったように与を体育

的にデザインすることが最安です。そう

いった学生を送り出していくことが、大学

の中で「体育jが永久に生きていけること

になるのだと忠、います0

6 スポーツを愛しながらスポーツから

脱却する" ことが必要なのかなと、ここ

がJJ寿負なのかなと思います。体育専ri1j学1!平

はスポーツを牛】島よ1::~懸命にやらねばなりませ

んが、文武irtij道の学'tを送り/JIしていくこ

とを考えています。緒方先生の言葉、話は

非常に心強く、心地よく、それ見よという

気持ちを抱きながら開いていました。

一 中国の事情についてお開きしたいと思

います。 清華大学は胡綿濡国家主席も輩出

した中国 No.lの大学、 iヨ本で言う東京大

学のような大学ですが、多くのスポーツ選

手がいる中で、どのような人材、資質を持っ

た学生が社会からみて重要かと思われます

か。清華大学ではどうですか。

> Dr. Zhang Bing 
ただ長I]~哉だけ t寺っているだけではなく、

文武両道を呂指した学生を輩出することを

目標としています。



一特に緒方先生から話がありましたが、

社会から求められる能力は「問題解決能

力jであり、それは動けるからだが前提に

あるということです。人が何を考え、それ

に自分がどう対応したら良いか、そのよう

な解決能力はスポーツだとか人間と人間と

の関わり合いや結びつきの中から得られる

でしょう G 岡山大学でも、コミュニケーショ

ン能力を身に付けさせることを前提にされ

ているということです。もちろん、そのベー

スの恭礎学力が大事だということも忘れて

はならないことでしょう O

3つ自の FD活動についてのテーマに移

りますが、まずは鍋倉先生からお願いしま

す。

>鍋倉賢治先生

「つくばマラソンJ以外に「ジョグ&

ウオーク jのジョギングを担当しています

が、学生はジョギングやウォーキングを

やりたい訳ではなく、他のスポーツは苦手

だけどこれだったらイ可とかできるかなと消

極的な動機が多いです。これが私の原点と

なっており、何とか元気な学生に教育した

い、という思いがあります。持久走という

体育のプログラムは、大抵、小・中・高校

とずっとやってきているはずなのに、ここ

まで持久走やマラソンの嫌いな学生が多い

のは体育の失敗だなと思わざるを得ません。

高校までのマラソン、持久走と大学体育で

のそれらとは全く違うよっていうのが出発

点にあります。楽しいから自発的に行える、

追込める、限界に挑戦、越えようとできる

のであり、そこに働きかけたいとdi&ってい

ます。

一体育センターの FD活動の中心的役割

をおっております河村先生、いかがでしょ

うか。
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>河村レイ子先生

教育、授業のやり方や能力を高めるだけ

ではなく、教育、研究活動全般を通して教

員に必要な能力の向上を I~ った活動をして

おります口具体的には、他人の授業を観て

アイデアを得るために授業相互研修やその

後百の意見交換会、検討会を実施していま

す。また、学生の評価や授業の風景、様子

を題材とした授業改善ミーティングを開催

しています。さらに、教育のアセスメント

能力を向上させるのも FDの一環とし、事

故等の緊急時の対応能力を上げるための訓

練やパワーハラスメント、アカデミックハ

ラスメント、セクシャルハラスメントなど

に関する講習会を行っております。この前

者に関連して、万が一の時のために今年度

から大学の予算で保険に加入するようにな

りましたが、もっと大きな事故が起きた時

のために、教員も入っておくべきなのか検

討課題です口授業改善のみではなく、もっ

と大きな大学の全体像を含めて FD活動を

行っていく検討が必要と思われます。

ー フロアから大学の取り組みを詔介して

頂きたいと思います。

>J11上有光先生(居士舘大学)

富士舘大学ではあまり進んでいません

が、今年度より、文科省の通達に刻りシラ

パスの書き方や色々な項目について共通理

解を持つように進めています。そこで一つ

疑問があるのですが、文科雀の通達に知っ

て我々が動こうという体制ですが、それで

いいのだろうか、一番は我々が学生に何を

伝えるかが大事で、あるということです。鈴

木守先生の“こころとからだの関わり合

い" も含めてですが緒方先生の話には考

えさせられることが多く、将来どういう学

生を育てていくべきかなど、体育や私の専



内である剣道を通して何ができるのか改め

て考えてみたいです。

一鈴木久雄先生、関山大学ではどうお考

えでしょうか。

〉鈴木久雄先生

岡山大学でも大体同様な FD活動をして

います。ただ一つ課題があります。学生評

価アンケートを 7、8年前から行い、最近ー

ではそれを教員評価に利用しています。筑

波大学の卒業生アンケートの結果のように

体育の評価は高いのですが、スポーツ教青

センターの爵jセンター長は、 “それは当

たり前で、体育が楽しくなくてどうするん

だ" と言います。体育にとって低いのは

致命的で、高くても素晴らしいとしない万

がいいと館人的には思っています。

ACSM (アメリカスポーツ医学会)では、

スポーツや運動を指導して実践するように

なるという人には摂界がある、という指針

が出されています。 CDC(アメリカ疾病対

策センター)/ACSMガイドラインで示さ

れているように、身体活動を高める指導の

方が重要であり、こちらが体育のもう一つ

の仕事として我々は現在取り組んでいます。

- 他にフロアから、うちではこんな取り

高立みをしている、あるいは悩んでいるとい

うことがあればお願いします口

>坂東隆男先生(大阪大学)

我々は、来年度から、体育だけでなく教

養教育全体で行う新型セミナーという構想

があります。学生の自発的な学習意欲を高

めることが目的であり、テーマ、内容、成

果の全てを学生が計画します。教室に集っ

て教員からレクチャーを受けるのではなく、

自分たちの空いてる時間に言1-画し、活動し

ます。必要に応じ教員から意見を伺いなが
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ら最終的にはレポートを出し、それを単位

に認定するか検討することになります。例

えば、鞍j作りや地域のボランテイア参加と

いったテーマが出てくるのではないかと予

想しています。保健体育分野でも単位に認

定できるものがあると考えています。 岡山

大学における取り組みは非常に興味深いで

す。

〉鈴木守先生

FD活動に関しでかなりの頼度でシンポ

ジウムやセミナーを関{議します治官、集って

くるのはいつも決まって委員の教員のみと

いうのが現状です。まさに、筒吹けども踊

らず状態です。現在、各学部から FD委n
会を組織していますが、 FIコセンターを立

ち l-.げなければJ二子くいかないだろうとの

見通しから、センター設立へ動いておりま

す。

大学自体も上からの通達で動いています。

予算がつかないと動けないのが現状です。

上智大学でも教官イノベーションプログラ

ムにお金をつけて活動しております。体打

以外の演劇や芝居から身体を使うプログラ

ムを開発していきたいのですが、知識、ノ

ウハウがありませんO そこで、予算をつけ

て l年間をかけてプログラムを作成するよ

うにしました。

- 今日の議論だけで、大学体育の未来へ

の回答を導き出せるものではないと忠い

ます。各々の先生方からご提案頭いたこと

が各々の大学の事情や環境に応じて実践し

ていくことになるかと思いますが、今日の

議論を踏まえ、最後に Dr.J ackie Goodway 

より意見を聞きたいと思います。

> Dr¥J ackie Goodway 
大学卒業後、社会人になって東京に出

てマンションに住んで非活動的な生活を



送るのではなく、人との関わりを持って、

f ActiveJ で fHealtbJで fProductiveJ な

人間になるために「体育jは必要不可欠で

しょう O それはオハイオナH立大学でも既に

認められたことです。

一我々も Dr.J ackie Goodwayがおっ

しゃったことにプラス「身体j というも

のを再度見直し、鍋倉先生の“自立的に

自分を高めていく、共生していく"、緒

方先生の“社会人として当たり前のこと

を当たり前に行う、そのためにはコミュニ

ケーション能力が必袈で、動けるからだが

人との関わりの中で「問題解決能力jを育

んでいく"、鈴木久雄先生の“「バリア

フリーJ、施設、人材、お金など様々な院

に存在するバリアを取り除いていく" こ

とが各々必要であり、そうすることにより

単に教授するだけではなく、学生自身が自

発的に活動し学び成長していけるのだと感

じました。

大学体育がこうあるべきだと言うことは

できませんが、お忙しい中、パネルデイス

カッションにご参加して下さいました先生

方、ありがとうございました口

これらの「講演概要Jの内容については、諸先生方の発表を記銭したi決後および音声

を文主主に起こしたものです。より分かり易い内容とするために，細かな言葉遣いや詩

旬、表現や言い1mし、文卒構成などについて、一部修正、加筆、削除をさせて頂きま

した。ただし、内容や意味、意関を歪i出するものでは決してありません。
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